
特集／共和小学校閉校式
統一地方選挙前半戦の開票結果…４
森林セラピー基地に認定されました…５
子育てっていいね！！・人物紹介コーナー…12
ＳＡＫＵＲＡ通信…14
中央公民館だより…15

5 May 2011
新新新新・新・新・新・新・新・・新・新・新・新新・新・新・新新・新・新新新新新新・新新・新・新・新・新・新・・・・・・・・・・・・・・新 永住住永住永住永住永住永住永住永住永住永住永住永住永住永住永住住永住住永住住永住永住住住永住永住永住住住住永住永住住永住住住住永永住住住永住永永住住住永住永住永永住永住永住永住永住永永住永永永永住永永永永住永永住永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永永 宣宣宣言宣言宣言宣言宣言宣言宣言宣言宣言宣言宣宣言宣宣言宣言宣言宣言宣言宣宣宣宣宣宣宣宣宣言宣宣宣言宣宣言宣宣言宣宣言宣言宣宣言宣宣宣宣宣宣言宣宣宣言宣言宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣言宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！住ん住ん住ん住ん住ん住ん住ん住ん住ん住ん住んん住んん住ん住ん住ん住ん住んん住ん住んんん住んんん住んんんん住んんんん住んん住んん住んんん住んんんん住住んんんん住んん住ん住んん住んん住住住住住住んんんん住住住んん住住住住住住ん住ん住住住住住住住住住住んんんん住住住ん住住住住んんんんん住住住住ん住住住住住 でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで！！！！！！！！！！！！！！！！や・や・やや・や・や・や・ややや・やや・ややややややや・や・ややややややややや ま・ま・ま・ま・ま・ま・まままま・ま・ま・ま・まままままままままままままままま・まままま・ま・・・・ま・まま き・き・きき・ききき・き・きき・き・き・き・き・きき・き・き・き・きき・ききき・き・き・き・きき・き・きき・き・きき・き・き・き・き・ききき・き・き・きききき・き・ききき・き・き・きき・き・ききき・き・ききき・き・き・きき・き・き・ききき・ききき・き・き・きき・き・・・きききき・き・ききき・きき・き・・きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
新・永住宣言
来て！見て！住んで！や・ま・き・た

広 報



共
和
小
学
校
は
、
明
治
７
年
４
月
に
地

蔵
堂
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
、
１
３
７

年
の
歴
史
を
刻
み
、
六
百
数
十
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
共
和
小
学
校
は
3

月
に
在
校
生
３
名
が
卒
業
し
、
今
年
度
か

ら
入
学
す
る
児
童
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
３
月
31
日
に
閉
校
し
ま
し
た
。

３
月
26
日
に
行
わ
れ
た
閉
校
式
に
は
、
湯

川
町
長
や
本
杉
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
杉
本

県
議
会
議
員
、
沢
南
足
柄
市
長
、
町
議
会
議

員
、
町
教
育
委
員
会
関
係
者
、
歴
代
の
校
長

や
教
員
、
卒
業
生
、
共
和
地
区
の
方
々
等
、

共
和
小
学
校
に
関
わ
り
合
い
の
あ
る
た
く

さ
ん
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
、
総
勢
百
七
十

名
ほ
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
、
３
名
の
卒
業
生
か
ら
共

和
小
学
校
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ

き
、
校
旗
返
納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
共
和
小
学

校
校
歌
を
斉
唱
し
て
、
学
校
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。

　

１
３
７
年
の
想
い

　
　
　
　
　
　

忘
れ
な
い　

共
和
の
こ
こ
ろ

共
和
小
学
校
　
校
歌

　
北
斗
き
ら
め
く
　
龍
集
の

　
山
脈
浄
く
　
天
晴
れ
て

　
富
士
の
高
嶺
に
　
若
人
の

　
瞳
か
が
や
く
　
我
等
が
　
お
お
共
和

　
歌
舞
を
あ
や
な
す
　
お
峯
入
り

　
伝
え
て
こ
こ
に
　
六
百
年

　
郷
土
の
ほ
こ
り
　
た
く
ま
し
き

　
生
命
み
な
ぎ
る
　
我
等
が
　
お
お
共
和

　
希
望
を
あ
つ
む
　
皆
瀬
川

　
我
が
学
び
舎
に
　
山
ゆ
り
の

　
香
り
は
高
し
　
胸
張
り
て

　
永
久
に
守
ら
ん
　
我
等
が
　
お
お
共
和

共和小学校の校旗返納
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閉
校
式
に
引
き
続
き
、
閉
校
の
集
い
が

行
わ
れ
、
卒
業
生
や
元
教
員
、
共
和
地
区

の
方
々
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

元
学
校
長
の
柳
生
三
郎
さ
ん
か
ら
は
共
和

小
学
校
の
教
員
時
代
の
思
い
出
を
な
つ
か

し
そ
う
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昔
の
卒
業
生
の
写
真
や
思
い
出
の
記

録
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
上
映
し
、
出
席
者
全

員
で
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

山
本
あ
い
さ
ん

共
和
小
学
校
で
は
、
１
年
生
の
こ
ろ
か

ら
授
業
な
ど
で
自
然
に
触
れ
る
勉
強
を
し

て
き
ま
し
た
。
他
の
学
校
で
は
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
を
経
験
し
、
学
ん
で
き
ま
し

た
。
中
学
に
進
学
し
た
ら
勉
強
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

共
和
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

誇
り
に
思
っ
て
、
中
学
生
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

瀬
戸
み
ど
り
さ
ん

私
は
中
学
校
で
一
生
懸
命
勉
強
し
、

様
々
な
事
を
覚
え
て
、
将
来
歴
史
学
者
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
共
和
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
共
和
小
学
校
で
し
か
で
き

な
か
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
夢
を
実
現

さ
せ
た
い
で
す
。

山
本
陽
さ
ん

６
年
生
に
な
る
ま
で
は
４
人
で
授
業
や

野
外
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
途
中

で
１
人
が
転
校
し
て
、
中
学
校
に
は
３
人

で
進
学
し
ま
す
。
中
学
校
に
入
学
し
、
30

人
以
上
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
の
は
初

め
て
の
事
な
の
で
、
最
初
は
緊
張
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
集
団
生
活
に

も
慣
れ
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

明
治
７
年　

地
蔵
堂
を
仮
校
舎
に
あ
て　

小
学
校
を
開
校

　

大
正
３
年　

現
在
の
校
地
に
移
転
（
児
童
数
１
０
１
名
）

　

昭
和
30
年　

町
村
合
併
に
よ
り
、
現
在
の
山
北
町
立
共
和
小
学
校
と
な
る

　

昭
和
40
年　

給
食
の
開
始

　

昭
和
48
年　

開
校
百
周
年

　

昭
和
63
年　

愛
鳥
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
る

　

平
成
12
年　

環
境
庁
自
然
保
護
局
長
賞
受
賞

　

平
成
22
年　

全
国
植
樹
祭
に
参
加
し
、
大
野
山
に
シ
ャ
ト
ル
杉
を
記
念
植
樹

　

平
成
23
年　

共
和
小
学
校
閉
校

共
和
小
学
校
の
あ
ゆ
み

共
と
も

に
心

こ
こ
ろ

和
な
ご

む

卒
業
生
の
３
人
に

　
　
　
　
　
お
話
を
聞
き
ま
し
た

思い出を語っていただきました

「
共
」「
心
」「
和
」
の
3
文
字

は
「
共と
も

に
心

こ
こ
ろ

和な
ご

む
」
と
い
う
意

味
を
込
め
て
、
卒
業
生
の
3
人

に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
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統一地方選挙前半戦の開票結果
神奈川県知事に 黒岩祐治 氏が決定！

町
で
は
、
３
月
29
日
か
ら
４
月
３
日
に

受
付
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
救
援
物
資
を
、
４
月
５
日
に
神

奈
川
県
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
物
資
は
、
毛
布

３
８
０
枚
、
飲
料
水
（
２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）
２
４
０
本
、
粉
ミ
ル
ク
22
缶
、
紙
お

む
つ
43
箱
、
マ
ス
ク
５
箱
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
34
箱
、
タ
オ
ル
類
34
箱
、
は
が

き
５
，
０
０
０
枚
と
な
り
ま
し
た
。

物
資
の
仕
分
け
に
は
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
救
援
物
資
を
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
!!

ま
た
、
３
月
23
日
に
東
京
都
内
に
水
道

水
を
供
給
す
る
浄
水
場
か
ら
、
乳
児
が
飲

む
暫
定
規
制
値
を
上
回
る
放
射
性
ヨ
ウ
素

が
検
出
さ
れ
た
た
め
、「
品
川
区
と
山
北

町
の
災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助
に
関
す

る
協
定
」
に
も
と
づ
い
て
、
３
月
24
日
に

山
北
町
の
水
道
水
６
，
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

を
品
川
区
に
届
け
ま
し
た
。

お寄せいただいた物資

ボランティアの方による仕分け水道水を品川区へ援助

４月１０日、統一地方選挙前半戦が行われ、県知事に 黒岩祐治 氏が当選しました。
なお、当町での開票結果は次のとおりです。

【当日の有権者数】　１０，１１３人（男 ４，９００人、女 ５，２１３人）
【投　票　者　数】　　６，４３０人（男 ３，０６８人、女 ３，３６２人）
【投　　票　　率】　　６３．５８％（男 ６２．６１％、女 ６４．４９％）

神奈川県議会議員選挙は、足柄上郡選挙区において
杉本とおる氏が無投票で当選しました。

黒　岩　祐　治
つゆき　順　一
かもい　洋　子
照　屋　　　修
無　　　　　効

９４３票
５，１１０票

２９６票
３３票
４８票

当

≪県知事選挙≫（敬称略）　山北町開票区
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山北町が
「森林セラピー基地」

に認定されました。

町
で
は
、
町
域
の
約
９
割
を
占
め
る

広
大
な
森
林
の
新
た
な
活
用
を
図
る
た

め
、平
成
22
年
１
月
に「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
」
の
認
定
申
請
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
行
い
、
平

成
23
年
３
月
24
日
に
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
」
と
し
て
は
、「
河
村
城

跡
・
洒
水
の
滝
コ
ー
ス
」「
大
野
山
コ
ー

ス
」「
西
丹
沢
県
民
の
森
コ
ー
ス
」「
世

附
の
森
コ
ー
ス
」
の
４
コ
ー
ス
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
医
学
的
な
エ
ビ

デ
ン
ス
（
証
拠
）
に
裏
付
け
さ
れ
た
森
林

浴
効
果
を
い
い
、
森
林
環
境
を
利
用
し
て

心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
、
疾
病
の
予
防

を
行
う
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
は

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
は
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
森
林
医
学
の
面
か
ら
専
門

家
に
実
証
さ
れ
、
さ
ら
に
関
連
施
設
等

の
自
然
・
社
会
条
件
が
一
定
の
水
準
で

整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
の
こ
と
で
、
今

回
の
認
定
で
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

等
は
全
国
で
山
北
町
を
含
め
44
か
所
と

な
り
、
県
内
で
は
厚
木
市
に
続
い
て
２

か
所
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
に
関
わ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
生
理
実
験

の
実
施

昨
年
８
月
に
大
学
生
の
協
力
を
得
て
、

世
附
周
辺
な
ど
で
認
定
に
関
わ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
生
理
実
験
が
行
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル

モ
ン
濃
度
の
低
下
や
心
拍
数
の
減
少
、
緊
張

や
不
安
の
軽
減
な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
」
の
拠
点
と
し
、
当
面
は
、「
河

村
城
跡
・
洒
水
の
滝
コ
ー
ス
」
内
の
モ
デ

ル
コ
ー
ス
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
河

村
城
跡
を
周
回
す
る
約
2
・
5
ｋ
ｍ
）で
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
等
を
実
施
し
、
み
な

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と
と
も
に
都
心
等
か

ら
森
林
に
癒
し
を
求
め
て
訪
れ
る
方
々
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
班

電
話　
75
ー
0
8
2
2
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平成２３年度　町職員の人事異動（平成２３年４月１日付け）
［課長級］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

新　　　所　　　属 氏　　　名 旧　　　所　　　属
総務防災課長 高　橋　安　弘 福祉課長
福祉課長 相　原　道　博 総務防災課長

［主幹・技幹級］
企画財政課財政班主幹 井　上　茂　明 町民課町民班副主幹
税務課税務班主幹 大胡田　剛　司 税務課税務班副主幹
町民課町民班主幹 深　井　将　時 総務防災課財産管理班副主幹
生活環境課生活環境班主幹 武　井　　　敦 生活環境課付主幹（西部清掃組合派遣）
　　〃　　　　〃　　 山　口　啓　二 生活環境課生活環境班副主幹
　　〃　　上下水道班主幹 湯　川　浩　一 産業観光課森林づくり班主幹
産業観光課森林づくり班主幹 荻　野　直　美 　　〃　　　 　〃 　　副主幹
学校教育課教育班主幹 渡　辺　伸　二 企画財政課財政班主幹
生涯学習課生涯学習スポーツ班主幹 武　井　宏　仁 生涯学習課中央公民館長（主幹）
　　〃　　中央公民館長（主幹） 山　崎　一　郎 学校教育課教育班主幹

［副主幹･副技幹級］
町民課町民班副主幹 畠　山　佐和子 町民課町民班主査
福祉課長寿いきがい班副主幹 尾　崎　雄　一 福祉課長寿いきがい班主査
　〃　わかば保育園副技幹 小　野　明　美 　〃　向原保育園副技幹
　〃　向原保育園副技幹 高　橋　和　子 　〃　　　〃　　主査
健康づくり課健康づくり班副主幹 松　田　浩　義 生活環境課生活環境班副主幹
定住対策室定住対策班副主幹 齋　藤　啓　裕 定住対策室定住対策班主査
会計課会計班副主幹 山　本　智　子 生活環境課上下水道班副主幹
生涯学習課生涯学習スポーツ班副主幹 瀬　戸　誉　之 生涯学習課生涯学習スポーツ班主査

［班　員］
政策秘書課政策秘書班主査 平　野　泰　輔 総務防災課付主査（神奈川県派遣）
　　〃　　　　〃　　主事 小　澤　雅　彦 福祉課長寿いきがい班主事
企画財政課企画班主査 鈴　木　康　弘 総務防災課付主査（小田原市派遣）
　　〃　　　〃　主査 尾　崎　能　久 産業観光課商工観光班主査
総務防災課財産管理班主事 小　林　保　彦 都市整備課管理計画班主事
総務防災課付主査 大　島　恭　子 　　〃　　高速道路対策班主査
　　 〃　 　主事（神奈川県派遣） 磯　崎　　　晃 産業観光課農業推進班主事
税務課税務班主事 小　野　文　秀 健康づくり課健康づくり班主事
町民課町民班主事補 佐々木　拓　馬 政策秘書課政策秘書班主事補
福祉課福祉推進班主査 湯　川　晴　子 総務防災課付主査
　〃　わかば保育園主事 鈴　木　玲　子 福祉課向原保育園主事
　〃　　　 〃 　　調理員 高　橋　伊佐子 学校教育課山北中学校調理員
　〃　向原保育園主査 山　崎　真　季 福祉課わかば保育園主査
　〃　　　〃　　主事 松　尾　淑　子 　〃　　 　〃　 　主事補
健康づくり課健康づくり班主査 山　村　美果子 議会事務局議事班主査
生活環境課生活環境班主事 山　口　智　也 福祉課福祉推進班主事
　　〃　　上下水道班主任主事 長　田　正　和 会計課会計班主任主事
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新　　　所　　　属 氏　　　名 旧　　　所　　　属
産業観光課農業推進班主査 尾　崎　顕　治 産業観光課森林づくり班主査
　　〃　　　　〃　　主査 鈴　木　憲　一 都市整備課整備班主査
産業観光課森林づくり班主事 加　藤　拓　也 生涯学習課生涯学習スポーツ班主事
　　〃　　　 　〃 　　主事補 鈴　木　淳　司 生活環境課上下水道班主事補
　　〃　　商工観光班主査 佐　藤　雅　彰 町民課町民班主査
都市整備課管理計画班主査 内　田　　　敦 企画財政課企画班主査
　　〃　　整備班主査 加　藤　　　研 産業観光課農業推進班主査
議会事務局議事班主査 高　橋　真知子 税務課税務班主査
学校教育課山北幼稚園主事 平　田　菊　恵 学校教育課三保幼稚園主事
　　〃　　三保幼稚園主事 鈴　木　久　美 　  〃　  山北幼稚園主事
総務防災課防災消防班主事補 山　崎　貴　大 新採用　
福祉課長寿いきがい班主事補 杉　山　　　豊 　〃　　
都市整備課高速道路対策班主事補 竹　内　祐　二 　〃　　
学校教育課岸幼稚園主事補 山　崎　沙耶佳 　〃　　
生涯学習課生涯学習スポーツ班主事補 小　瀬　さかえ 　〃　　

［退職者］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成２３年３月３１日付け）
氏　　　　名 旧　　所　　属

瀬　戸　功　夫 生活環境課生活環境班清掃作業員
関　　　道　子 福祉課わかば保育園調理員
豊　田　恵津子 健康づくり課健康づくり班主査
平　田　しず子 学校教育課川村小学校調理員
高　橋　由美子 会計課会計班副主幹
佐　藤　かつ代 福祉課向原保育園調理員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
メ
ン
バ
ー
紹
介

４
月
15
日
（
金
）、
中
央
公
民

館
で
交
通
指
導
隊
及
び
防
犯
指
導

隊
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
各
隊
員

が
湯
川
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
任
期
満

了
に
伴
い
新
た
に
任
命
さ
れ
た
も

の
で
、
任
期
は
平
成
23
年
４
月
か

ら
２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

【
交
通
指
導
隊
】

隊
　
長　
湯
川
茂
樹
（
湯
坂
）

副
隊
長　

滝
本
昇
（
越
地
）、

荻
野
智
一
（
上
本
村
）、
高
橋

佳
信
（
山
市
場
）

隊
　
員　

露
木
孝
平
（
宿
）、

岡
崎
幸
二
（
萩
原
）、
芳
賀
信

一
（
畑
）、
井
上
達
夫
（
怒
杭

文
化
）、
吉
田
公
彦
（
越
地
）、

松
澤
大
輔
（
尺
里
西
）、
田
中

正
一
（
山
市
場
）、武
英
男
（
宮

地
）、
小
菅
英
二
郎
（
馬
場
）、

荻
野
裕
一
（
上
本
村
）、
加
藤

信
行（
根
下
）、高
橋
栄
治（
畑
）、

加
藤
洋
一
（
山
市
場
）

☆
新
隊
員　
児
玉
洋
一
（
畑
）、

大
槻
章
吾
（
水
上
）

【
退
任
】

大
谷
隆
（
馬
場
）、高
橋
憲
治
（
尺

里
西
）、
佐
藤
勉
（
玄
倉
）

【
防
犯
指
導
隊
】

隊
　
長　
鈴
木
收
（
越
地
）

副
隊
長　
府
川
仁
（
宿
）

隊
　
員　

武
尾
守
（
城
山
）、
井

上
一
実
（
田
屋
敷
）
二
宮
啓
（
田

屋
敷
）、
尾
崎
雅
弘
（
根
下
）、
藤

原
晶
（
堂
山
）、川
本
渉
（
越
地
）、

加
藤
忠
佳
（
前
耕
地
）、
井
上
優

（
高
松
）、
岩
本
眞
二
（
平
山
）、

岩
本
一
智
（
湯
触
）、
三
尋
木
裕

介
（
玄
倉
）、
杉
本
大
輔
（
玄
倉
）

☆
新
隊
員　
遠
藤
雅
史
（
峰
下
）

【
退
任
】

井
上
岩
男
（
峰
塩
沢
）

退
任
さ
れ
た
方
々
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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平成２３年度　教職員の人事異動
県教育委員会では、４月１日付けで町内小・中学校の教職員の人事異動を、次のとおり行いました。（敬称略）

着任（平成２３年４月１日付け）
着任学校名 職　名 氏　名 前任学校名等 備　考
川村小学校 教　　頭 内　田　明　美 足柄上教育事務所

〃
総括教諭 
養護教諭

吉　岡　浩　子 井ノ口小学校

〃 教　　諭 八　﨑　任　希 共和小学校
〃 教　　諭 本　多　健太郎 新採用
〃 教　　諭 瀧　澤　富　雄 再任用
〃 教　　諭 塚　原　ふみ子
〃 教　　諭 小　室　千　芳
〃 教　　諭 田　中　明　朗
〃 事務主事 渡　辺　明　美

清水小学校 校　　長 三　嶽　美恵子 三保中学校
〃 総括教諭 小　池　惠里子 共和小学校
〃 教　　諭 志　澤　一　彦 南足柄小学校
〃 栄養士 青　柳　美　香 新採用

三保小学校 校　　長 加　藤　陽一郎 大井小学校
〃 養護教諭 髙　梨　由　佳

山北中学校 校　　長 浄　泉　和　幸 足柄上教育事務所
〃 教　　諭 大　庭　菜穂子 岡本中学校 充て指導主事
〃 教　　諭 竹　松　由　香 清水中学校
〃 教　　諭 冨　田　信　喜 再任用
〃 教　　諭 及　川　敏　行 　〃
〃 教　　諭 前　田　直　也

清水中学校 教　　頭 相　原　英　夫 湘光中学校
〃 総括教諭 増　田　文　夫 松田中学校
〃 教　諭 岸　谷　郁　美 新採用
〃 教　諭 中　野　裕　一 再任用

三保中学校 教　　頭 植　松　さとみ
山北中学校

充て指導主事
〃 養護教諭 夏　目　桃　子 新採用
〃 教　　諭 国　谷　彩　良
〃 教　　諭 齋　藤　祥　子
〃 教　　諭 杉　山　貴　子

転任（平成２３年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏　名 転　任　先
川村小学校 教　　頭 米　山　和　男 福沢小学校

〃 総括教諭 酒　井　春　彦 井ノ口小学校
〃 教　　諭 野　地　芳　子 向田小学校

共和小学校 校　　長 下　澤　　　豊 北足柄小学校
〃 教　　頭 米　山　　　孝 松田小学校
〃 養護教諭 深　澤　いずみ 上大井小学校

三保小学校 校　　長 田　中　健　二 足柄台中学校
〃 教　　諭 古　瀬　公　一 岩原小学校

清水中学校 教　　頭 髙　橋　敏　彦 文命中学校
〃 教　　諭 森　　　和　真 湘光中学校

退任（平成２３年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏名
川村小学校 教　　諭 瀧　澤　富　雄

〃 養護教諭 和　田　みさ子
〃 教　　諭 小笠原　孝　文

清水小学校 校　　長 栗　田　　　均
〃 総括教諭 工　藤　茂　男
〃 教　　諭 藤　川　秀　樹

山北中学校 校　　長 芹　野　充　央
〃 教　　諭 保　田　美登里

清水中学校 総括教諭 中　野　裕　一
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
諸
星
正
明
さ
ん
（
玄
倉
）
が
任
期
満
了

で
退
任
す
る
こ
と

に
伴
い
、
湯
川
晴

道
さ
ん
（
中
川
）

が
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
間

行
政
相
談
委
員
の
山
口
清
さ
ん（
玄
倉
）

と
高
杉
ゆ
み
子
さ
ん
（
尺
里
東
）
が
再
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。
行
政
相
談
委
員

と
は
、
住
民
の

方
々
か
ら
行

政
（
国
・
県
・

町
な
ど
）
へ
の

要
望
や
意
見
、

苦
情
な
ど
の

相
談
を
受
け
、

よ
り
良
い
行

政
運
営
が
で

　
行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

き
る
よ
う
に
行
政
へ
働
き
か
け
る
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
す
。

町
で
は
、
毎
月
20
日
（
20
日
が
土
曜
日

や
日
曜
日
、
休
日
の
場
合
は
休
み
明
け
の

平
日
）
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
役

場
３
０
１
会
議
室
で
人
権
擁
護
委
員
と
合

同
で
人
権
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

電
話　
75
ー
３
６
４
３

で
す
。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

町
議
会
の
同
意
を
得
て
町
長
が
選
任
し
た

委
員
３
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

電
話　
75
ー
３
６
４
３

今年もきれいに咲きました　桜満開！！　
ＪＲ御殿場線沿いのソメイヨシノが満開となりまし

た。この桜並木は、昭和６２年に神奈川県の「かなが
わのまちなみ１００選」に選定されています。

線路の両側に咲き並ぶ約１３０本の桜並木と、その
下を通過する御殿場線を一緒に写真に収めようと、カ
メラを構えた方の表情は真剣そのものでした。
（写真は4月11日撮影のものです）

山北中学校の横を流れる滝沢川添いのソメイヨシノ
が満開となりました。

頭上に広がる桜の薄いピンクと、川の中州に咲いた
菜の花の黄色がとても鮮やかで、知る人ぞ知る桜の見
所のひとつです。
（写真は4月11日撮影のものです）
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窓
口
で
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
、

戸
籍
届
出
や
住
民
異
動
届
を
行
う
と
い
っ

た
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
届
出
を
防
止
す
る
た

め
、
町
で
は
戸
籍
届
出
や
住
民
異
動
届
、

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
に
、
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
み
な
さ

ま
の
大
切
な
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

窓
口
で
の
本
人
確
認
方
法

①
運
転
免
許
証
や
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真

町
で
は
閉
庁
日
〔
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
〕
で
も
、
次
の
証
明
書
に
つ
い
て

は
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
平
日
の
開

庁
時
間
に
担
当
課
へ
電
話
等
の
方
法
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
民
票
の
交
付　
【
担
当
は
町
民
課
町
民
班
】

○
課
税
証
明
書
、
各
種
納
税
証
明
書
、
非

課
税
証
明
書
、
評
価
証
明
書
の
交
付　

【
担
当
は
税
務
課
税
務
班
】

※
な
お
、
こ
の
証
明
書
の
発
行
は
、
郵
送
で

　
閉
庁
日
の
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
窓
口
】
山
北
町
役
場
警
備
員
室　

※
役
場
庁
舎
裏
口
に
あ
り
ま
す
。

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
３
０
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

【
問
合
せ
】
町
民
課
町
民
班

電
話　
75
ー
３
６
４
１

税
務
課
税
務
班

電
話　
75
ー
３
６
４
２

　
総
合
案
内
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

役
場
に
来
庁
さ
れ
た
方
へ
の
総
合
案
内

は
、
町
民
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
課

は
、
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
で
す
。

「
手
続
き
を
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
の
課
に

行
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

時
な
ど
は
、
お
気
軽
に
町
民
課
職
員
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
町
民
課
町
民
班

電
話　
75
ー
３
６
４
１

付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
①
の
書
類
が
な
い
場
合
、
健
康
保
険
証
と
年

金
手
帳
な
ど
、
ご
本
人
の
名
前
の
確
認
で
き

る
も
の
２
点
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
聞
き
取
り
に
よ
る

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
戸
籍
届
出
及
び
住
民
異
動
届
の
受
付
時
に
本
人

確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
届
出
が
受
理
さ

れ
た
旨
の
通
知
を
ご
本
人
宛
に
送
付
す
る
こ
と

で
本
人
確
認
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
町
民
課
町
民
班

電
話　
75
ー
３
６
４
１
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子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
防
犯
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
「
一
人
に
な
ら
な
い
、
一
人
に
さ
せ
な
い
」

　
「
危
険
を
感
じ
た
ら
１
１
０
番
」

町
で
は
、
犯
罪
、
事
件
等
の
未
然
防
止
に
よ

り
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
の
通
学
路
を
中

心
に
町
内
３
０
０
か
所
の
電
柱
に
防
犯
看
板
を

設
置
し
、
防
犯
意
識
の
向
上
と
、
不
審
者
等
に

よ
る
犯
罪
の
未
然
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

通
報
場
所
の
速
や
か
な
特
定
と
対
応
を
図
る

た
め
、
看
板
に
表
示
し
た
番
号
を
基
に
し
た
マ
ッ

プ
を
学
校
や
警
察
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

万
一
の
際
は
看
板
に
表
示
し
て
あ
る
番
号
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

電
話　
75
ー
３
６
４
３

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
を
配
信
し
て
い
ま
す

配
信
し
て
い
る
緊
急
情
報
（
登
録
時
に
選
択

す
る
情
報
の
み
配
信
）

①
犯
罪
・
不
審
者
情
報

不
審
者
目
撃
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺
や
空
き

巣
な
ど
の
犯
罪
情
報
な
ど

②
防
災
情
報

災
害
注
意
報
や
そ
の
他
の
防
災
情
報
な
ど

③
生
活
関
連
情
報

悪
徳
商
法
な
ど
の
消
費
生
活
情
報
や
環
境
情

報
な
ど

④
観
光
情
報

観
光
情
報
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

ご
利
用
方
法

1
携
帯
電
話
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能（
バ
ー
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
）
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
宛
て
先
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取

り
機
能
が
な
い
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、

新
規
メ
ー
ル
作
成
を
選
択
後
、
次
の
ア
ド
レ
ス
と
件

名
を
入
力
し
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

2
空
メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信

さ
れ
て
き
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

指
示
に
従
い
、
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て
も
登
録
案
内
メ
ー

ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
は
、
入
力
ミ
ス
な
ど

の
可
能
性
や
携
帯
電
話
な
ど
の
受
信
拒
否
設
定

（
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
）
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
力
内
容
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

3
登
録
完
了
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
登
録
完
了
で
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

電
話　
75
ー
３
６
４
３

Ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
　
　
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
推
進
報
告

平
成
22
年
度
の
分
別
収
集
に
よ
る
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
の
成
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

し
ま
す
。
今
後
と
も
、
分
別
排
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品

エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
凍
・
冷
蔵
庫
、洗
濯
・

乾
燥
機
は
、
法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
町
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
本
年
７
月
か
ら
の
地
デ
ジ
化
に
伴
い
、
テ

レ
ビ
等
を
買
い
か
え
る
場
合
は
、
購
入
す
る
小

売
店
や
そ
れ
を
購
入
し
た
小
売
店
に
引
き
取
り

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

電
話　
０
１
２
０
ー
31
ー
９
６
４
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：http://w
w
w
.rkc.aeha.or.jp/

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
チ
ェ
ッ
ク
表

チ
ェ
ッ
ク
１：汚
れ
て
い
る
も
の
は
も
え
る
ゴ
ミ
へ

洗
っ
て
も
汚
れ
が
落
ち
に
く
い
も
の
や
中
身
が
残
っ

て
い
る
容
器
は
も
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
２：「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
以

外
の
も
の
は
出
さ
な
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
も
玩
具
や
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ

ケ
ー
ス
、
ハ
ン
ガ
ー
、
ラ
ッ
プ
な
ど
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い

も
の
は「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
も
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
３：危
険
物
な
ど
は
絶
対
に
混
ぜ
な
い

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
刃
物
の
付
い
た
も
の
、
注
射
針
な

ど
は
絶
対
に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
マ
ー
ク
と
Ｐ
Ｓ
マ
ー
ク
両
方
つ
い
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
に
分
別
し
た
ら
よ
い
？

⇒

ト
レ
ー
で
あ
れ
ば
「
ト
レ
ー
・
発
泡
」
に
、
そ
れ
以
外
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

電
話　
75
ー
３
６
４
５

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

焼却ごみ 資源ごみ 

燃えるごみ

ペット・発泡トレー
ビン類

古紙等
プラスチック製容器包装

その他

その他

（単位：ｔ）

その他

2,600

2,571 85 49 108 545

88 47 116 597

2,378 80 46 101 515

【年間収集実績の比較】

Docomo

au・Softbank

QRコード読み取り内容
宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

※
E
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
（
エ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、e
c
o
l
o
g
y
（
環
境
保
護
）

＋
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
（
通
信
）
を
省
略
し
た
造
語
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
も
法
律
に
よ
り
町
で
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
と

同
様
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ

パ
ソ
コ
ン
3
R
推
進
協
会

電
話　
03
ー
５
２
８
２
ー
7
6
8
5

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：http://w
w
w
.pc3r.jp/
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん
　
田
渕
　
征
弘
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
　
享
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
弘ひ

ろ
と翔

く
ん
　
2
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
翔し
ょ
う
た太

く
ん
　
1
歳

田渕さん
ご家族

＜怒杭文化＞

佐
野
益
久
さ
ん
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
現
在

ま
で
、
町
の
消
防
団
の
団
長
に
就
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
50
年
度
の
入
団
以
来
、
35
年

以
上
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
佐
野
益
久
さ
ん
に
消
防
団
の

活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

な
ぜ
消
防
団
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

「
高
校
３
年
生
の
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
い
う
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
、
自
分
に
も
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
消
防
団
へ

の
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。」

ど
の
よ
う
な
現
場
を
体
験
し
ま
し
た
か
。
そ
の

と
き
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
火
災
現
場
は
、
12

月
31
日
に
八
丁
で
発
生
し
た
林
野
火
災
で
す
。

現
場
は
山
の
遙
か
上
で
炎
が
見
え
ず
、
暗
く
な

る
の
を
待
っ
て
山
に
入
り
ま
し
た
。
現
場
ま
で

は
急
な
登
り
が
続
き
、
到
着
後
に
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
消
火
し
、
下
山
し
た

頃
に
は
新
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
寒

く
辛
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

現
在
は
団
長
と
い
う
立
場
で
す
が
、
火
災
現
場

に
向
か
う
と
き
は
今
で
も
、
新
人
団
員
の
頃
と

変
わ
ら
ず
に
非
常
に
緊
張
し
ま
す
。
し
か
し
こ

の
緊
張
感
が
、
次
に
何
を
す
べ
き
か
、
ど
う
対

応
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。」

現
在
は
団
長
で
す
が
、
消
防
団
活
動
の
中
で
ど

う
い
っ
た
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

「
消
防
団
員
は
年
齢
に
幅
が
あ
り
、
考
え
方
も

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
年
齢
の
離
れ

た
方
と
知
り
合
い
に
な
り
、
話
を
す
る
こ
と
で
、

消
防
団
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
連
携
が
消
防
団
活
動
に

結
び
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
人
の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
消
防
団
員
と
し
て
の
や
り
が
い
だ
と

思
い
ま
す
。」

今
後
は
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

「
町
民
の
方
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た

め
、
役
に
立
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
町
民
の
方
に
は
今
ま
で
以
上
に
消
防
団
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
防
災
と
い
う
意
識
に
な
り
、
火
災
予
防
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
啓
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

町
の
人　佐

野　
益
久
さ
ん

　
（
山
北
町
消
防
団
団
長
）

は
じ
め
ま
し
て
。
山
北
町
で
楽
し
く
子
育
て
を
し

て
お
り
ま
す
。

我
が
家
は
男
の
子
２
人
、
主
人
、
私
の
４
人
家
族

で
す
。
長
男
の
弘
翔
は
現
在
２
歳
９
か
月
、
次
男
の

翔
太
は
１
歳
２
か
月
に
な
り
ま
す
。

二
人
は
と
て
も
仲
が
良
く
、
何
を
す
る
の
に
も
兄

弟
一
緒
で
す
。
翔
太
は
弘
翔
が
す
る
こ
と
を
す
ぐ
に

マ
ネ
し
た
が
り
、
マ
ネ
を
さ
れ
る
弘
翔
は
翔
太
の
マ

ネ
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
怒
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
と
本

当
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
の
表
情
を
見
る
こ
と
が
出

来
て
、
私
自
身
子
ど
も
か
ら
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に
弘
翔
は
優
し
い
子
で
、
私

が
疲
れ
て
座
っ
て
休
ん
で
い
る
と
肩
を
揉
ん
で
く
れ

た
り
、「
マ
マ
、
大
丈
夫
？
」
と
心
配
し
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。
翔
太
が
泣
い
て
い
る
と
一
生
懸
命
あ
や

し
て
く
れ
て
、
こ
こ
数
か
月
で
ず
い
ぶ
ん
と
お
兄

ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
反
面
、
子
ど
も
が

だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
を
実
感
す
る
と
、

な
ん
だ
か
淋
し
い
気
も
し
ま
す
。

翔
太
は
ま
だ
ま
だ
弘
翔
に
は
お
よ
び
ま
せ
ん
が
、

こ
の
頃
は
私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
よ
う
で
、「
あ
り
が
と
う
は
？
」「
ご
め
ん
な
さ
い

は
？
」
な
ど
と
言
う
と
、
一
生
懸
命
首
を
縦
に
振
る

し
ぐ
さ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
可
愛
ら
し
い

で
す
。パ

パ
が
家
に
帰
宅
す
る
と
、
決
ま
っ
て
翔
太
は

両
手
を
上
げ
て
抱
っ
こ
を
ね
だ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
を
見
て
弘
翔
は
負
け
じ
と
先
に
パ
パ
に
飛
び
つ

き
、
兄
弟
で
パ
パ
の
取
り
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
週

末
は
主
人
が
サ
ッ
カ
ー
で
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
弘
翔
は
一
緒
に
行
く
と
聞
か
ず
、
止
め
る
の

に
一
苦
労
で
す
。
主
人
の
夢
は
、
山
北
Ｓ
Ｃ
で
兄
弟

揃
っ
て
２
ト
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す

が
…
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
が
夢
だ
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
パ
パ
と
子
ど
も
二
人
が
一
緒
に
寝
て
い

る
と
こ
ろ
は
本
当
に
そ
っ
く
り
で
、
遺
伝
子
っ
て
す

ご
い
な
と
正
直
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

毎
日
、
小
さ
な
発
見
の
連
続
で
す
が
、
確
実
に

成
長
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
て

と
て
も
幸
せ
で
す
。
わ
が
ま
ま
を
言
わ
れ
て
泣
か
れ

た
り
、
二
人
一
緒
に
泣
か
れ
て
途
方
に
く
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
も
こ
の
子
た
ち
の
母
親

に
な
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
子

ど
も
に
期
待
も
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
で
も
健

康
で
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
願
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
楽
し
く
こ
の

子
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
享
子
さ
ん
）
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農
業
委
員
の
渡
邊
惠
美
子
さ
ん
が

　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

農
業
委
員
の
渡
邊
惠
美
子
さ
ん
が
平
成

22
年
度
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

４
月
18
日
に
神
奈
川
県
中
央
農
業
会
館
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
環
境
農
政
局
農
政
部

長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
表
彰
は
、
農
地
・
農
業
の
維
持
保
全

に
つ
い
て
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
た
農
業

委
員
を
対
象
に
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

渡
邊
惠
美
子
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら

現
在
ま
で
、
唯
一
の
女
性
農
業
委
員
と
し

町
で
は
、
高
齢
者
向
け
に
介
護
予
防
事

業
を
行
っ
て
お
り
、３
月
10
日
（
木
）、「
さ

く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
」（
山
北
地
区
対
象
）、

「
ほ
ほ
え
み
く
ら

ぶ
」（
清
水
・
三
保

地
区
対
象
）、「
縁

側
で
ポ
カ
ポ
カ
タ

イ
ム
」（
岸
・
向
原

地
区
対
象
）
に
参

加
し
て
い
る
高
齢

者
（
平
均
年
齢
85

歳
前
後
）と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
手

作
り
の
発
表
会
を

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、「
当
日
は
、
練
習
ど

お
り
に
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
や
合
唱
な
ど
を
披
露
し
、『
い
く
つ

に
な
っ
て
も
挑
戦
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
こ
と
を
ご
来
場

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
お
見
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」と
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
予
防
塾
は
、
各
地
区
週
1
回
ペ
ー
ス

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
、

参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

長
寿
い
き
が
い
班

電
話　
75
ー
３
６
４
４

て
積
極
的
な
活
動

を
展
開
さ
れ
、
そ

の
活
動
が
評
価
さ

れ
て
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の

受
賞
者
は
全
国
で

32
名
、
女
性
委
員
と
し
て
は
渡
邊
惠
美
子

さ
ん
た
だ
ひ
と
り
で
、
大
変
栄
誉
の
あ
る

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
挑
戦
!!

　
　
　
　
　
山
北
町
介
護
予
防
塾
合
同
発
表
会
を
開
催

役場インフォメーション　～教えて、役場のこと～

●テレビ地上波デジタル放送に関して
Q：テレビ放送が地上デジタル放送に完全移行すると聞きま

したが、我が家は大丈夫でしょうか？
A：今年の７月24日にアナログ放送は終了します。そのと

き、従来のアナログテレビは、そのままではデジタル放
送を見ることができません。自宅のテレビやアンテナを
変えるなどの対策が必要になります。

●輸送力の増強に関して
Q：御殿場線の増便についてJR東海にお願いしたいのです

が。
A：沿線6市９町が加盟している御殿場線輸送力増強促進連

盟により、毎年JR東海に要望活動を行っています。要
望内容は増便や駅舎のバリアフリー化など、みなさんが
少しでも鉄道が使いやすくなるためのものです。しか
し、JR東海からは改善に見合った利用客の増加が見込
めないとの回答が毎年続いています。今後も、利便性の
向上を目指して根気強く要望を続けていきます。

●　町の財政に関して
Ｑ：町の財政状況について知りたいのですが。
Ａ：町では、５月と１１月に財政状況の公表をしていますの

で、お気軽に企画財政課までお越しください。また、町
ホームページでも決算の状況について掲載しています
ので、御覧ください。

●広報・公聴に関して
Q：家の周りに不思議な花が咲いたので、町広報誌で紹介し

てもらえないですか。
A：普段その場所で生活していないとなかなか気がつかない

ことですね。なるべく取材に伺いますので、生きた情報
の提供をお待ちしています。

※このほかにも、自治会窓口、町内循環バス、国勢調査、町
の総合計画、行政改革、役場の組織見直しなどの仕事をし
ています。

【問合せ】企画財政課　企画班・財政班
電話　７５－３６５２

このコーナーでは、役場の部署（課、室など）の仕事の一部を、毎月Ｑ＆Ａ形式で紹介していきます。
第１回目は企画財政課です。

「さくらんぼクラブ」のハンドベルの様子
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第85号
　

昨
年
度
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
や
ま

き
た
健
康
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
を
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
だ
男
性
７
名
、
女
性
19
名
の
計
26
名

に
修
了
証
書
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
４
か
月
間

毎
日
、
歩
数
や
歩
行
距
離
、
運
動
内
容
、

生
活
ス
タ
イ
ル
や
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
生
活
習
慣

記
録
機
（
ラ
イ
フ
コ
ー
ダ
）』
を
つ
け
て

生
活
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
事
業
の
開
始

時
と
終
了
時
に
体
力
測
定
を
行
い
、
毎
日

の
歩
数
や
日
常
生
活
の
運
動
量
、
体
重
な

ど
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
４
か
月
間
で
平

均
歩
数
も
増
え
、
体
重
減
少
な
ど
の
変
化

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
自

分
の
毎
日
の
歩
数
や
運
動
量
が
具
体
的
に

把
握
で
き
、
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
」、「
４
か
月
歩
く
こ
と
を
続
け
た
こ
と

で
、
習
慣
に
な
っ
た
気
が
す
る
」
な
ど
の

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
毎
週
決
ま
っ
た

時
間
に
教
室
に
参
加
す
る
の
は
忙
し
く
て

無
理
」
と
思
っ
て
い
る
方
に
も
お
勧
め
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
も
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　A さんは始めたとき、１日に「約
7,000 歩」でしたが、修了したときは、
１日に「約 13,000 歩」歩くことがで
き、体重は 1.7kg 減量することができ
ました。また、体力測定では、上体起
こしや二分間腿上げで改善がみられ、
血液検査では LDL コレステロールや
総コレステロール、血糖値が減少して
いました。

グラフ1　Aさん（77歳男性）の結果

グラフ3　Aさんの血液検査の変化 グラフ2 Aさんの体力測定会結果

〜
や
ま
き
た
健
康
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
〜

成
果
を
報
告
し
ま
す

生活習慣記録器（ライフコーダ）
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リ
ー
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 1 8

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

3月12日（土）に予定していた「ジュニアコーラスミニコンサート」を4月3日（日）に開催しました。
新年度を迎えて、明るい春の日に子ども達のいきいきとした歌声が披露されました。
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＊5月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊5月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊5月3日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

ワンダーランド～歌とリズム遊び、踊りと劇のレッスンです～
２３年度の予定
　①６月１１日（土）９：００～１２：００
※初回はミーティングです。７月以降の日程につい
ては中央公民館へお問い合わせください。

対　象　３歳児・４歳児（年中）・５歳児（年長）
※保護者同伴でお願いします。
講　師　柳川　のり子さん
参加費　無料

レアチーズケーキ作り教室
日　時　５月２４日（火）９：３０～１２：００
内　容　さわやかな初夏にぴったりのレアチーズ

ケーキを作ります。
対　象　一般（定員２４名）
講　師　沼田　陽子さん
参加費　４００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～
５月の予定
　１４日（土）１０：００～１１：３０
※６月以降の日程については中央公民館へお問い合
わせください。
対　象　幼児から（申し込みは随時受付します。）
講　師　山崎　美恵子さん
参加費　無料

親子映画鑑賞会「おまえうまそうだな」
～大人気絵本が原作。恐竜達の絆を描いたアニメを上映します～
日　時　５月２９日（日）１０：００～１１：３０（開場９：３０）
場　所　３階 視聴覚ホール

本のリサイクル展
　図書室では、不要になった本や町民の皆
様から提供していただいた本を有効活用す
るため、リサイクル展を開催します。

期　間　５月１４日（土）～２２日（日）
場　所　１階ロビー

サマースクールの講師を募集します！
　中央公民館では夏休み期間中、小・中学生を対象に「いろいろなこと
を体験しよう」をテーマにサマースクールを開講します。教室内容は特
に問いませんので、子ども達を指導していただける講師を募集します。
　詳しくは、中央公民館にお問い合わせください。

開校期間　７月２１日（木）～８月２３日（火）
募集期間　５月　３日（火）～５月２４日（火）

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

お知らせ

～申し込み受付中です～～申し込み受付中です～

苔玉作り教室
日　時　６月５日（日）９：３０～１１：００
内　容　苔玉と草花で、簡単なミニ盆栽を作ります。
対　象　一般（定員15名）
講　師　綱島　安幸さん
参加費　６００円
持ち物　汚れても良い服装・エプロン・筆記用具・

薄手の手袋・持ち帰り用の容器

イベント紹介

ご自由にお持ち帰りください！

　子ども達によるジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」さんの体験
教室を開催しました。たくさんの子ども達が元気に参加しました。

桃の節句 ～つるし雛飾り～ 【３月２５日～４月８日】 山北美術協会春季小品展 【４月１０日～２１日】

入場自由・無料

こ け だ ま
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

6 月
日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

5 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

5 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 火 サマースクール講師募集期間
（～２４日） 事 務 室 ９：００ 申込者 中央公民館

7 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

14  土
本のリサイクル展（～２２日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

15 日 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

19 木 山北町身体障害者福祉協会
総会・慰安激励会 多目的ホール １１：００ 対象者 社会福祉協議会　　☎（75）1294

21 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

22 日 ワンダーランド 春の公演 多目的ホール １５：００ 自　由 中央公民館
24 火 レアチーズケーキ作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
29 日 親子映画鑑賞会 視聴覚ホール １０：００ 自　由 中央公民館
6 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

4 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

5 日 苔玉作り教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

11 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

●日　程・内　容
①　５月　７日（土）
　　大型絵本「きんぎょがにげた」ほか
   （おはなしボランティア 「クローバー」）
②　５月２１日（土）
　　絵本「じゃがいもポテトくん」ほか
   （おはなしボランティア 「ゆめ」）
②　６月　４日（土）
　　大型絵本「おばけのてんぷら」ほか
   （おはなしボランティア 「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おやこ室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
県庁おもてなし課

豆腐小僧双六道中おやすみ

誰でも写せる星の写真

２０１５年の電子書籍

スーサ

有　川　　　浩

京　極　夏　彦

谷　川　正　夫

野村総合研究所

あさの　あつこ

◆ 一 般 書

※今年度から毎月第１・３土曜日に行います。
（都合により変更する場合もあります。）

　「住民生活に光をそそぐ交付金」で児童書
720冊・ＤＶＤ１１４点を購入しました。５月３日
（火）から予約・貸出しできます。
※今回の購入リストは図書室ホームページで見
ることができます。

平
成
22
年
度

　
　

図
書
活
動
の
状
況

荷 !!荷 !!入荷入多数多本・ＤＶＤ本・ＤＶＤ多・の本の本けのけのけけけ向向もどもども子ど子ど子子 向向向向 荷荷荷荷本本本本向向向向 荷荷荷荷子子子子 多多多多数数数数数数数入数入入入入入けけけけもももも けけけのけのどどども向けの本・ＤＶＤ多数入荷 !!ども向けの本・ＤＶＤ多数入荷 !!ＶＶＶＶＶＶＶＶＤＤＤＤＤＤの本・ＤＶＤ多の本・ＤＶＤ多 入荷本・ＤＶＤ多数入荷本・ＤＶＤ多数入荷 !!数入も向けの本・ＤＶＤ多数入荷向けの本・ＤＶＤ多数入荷も向も !!!!!!!!子ど子ども向けの本・ＤＶＤ多多向け向けの本・ＤＶＤ多数向けの本・ＤＶＤ多数ＶＶＤ多子ども向けの本・ＤＶＤ多多多多数数数数子子子子 けの本けの 多多多多どどど 数数数数数数数数 荷荷荷荷荷荷荷荷向向向向けけも子ども向けの本 ＤＶＤ多多Ｄ多数入荷Ｄ多数入荷子ども向けの本子ども向けの本 ＶＶ !!!!Ｄ・ＤＶＤ子ども向けの本・ＤＶＤ多数入荷 !!子ども向けの本・ＤＶＤ多数入荷 !!

「友だち１００冊つくるんだ」
標語

　「こどもの読書週間」に合わせて
５月１１日（水）までおすすめ本の
展示もしています。この機会に是非
来てください！！

「マジックツリーハウス」「DIVE!!」
「黒魔女さんが通る！！」ほか
「まじめにふまじめかいけつゾロリ」
「はじめましてトーマス」ほか

本

DVD

購入リストの一部紹介

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

「映像化原作本特集」

○ 登録率　49.6％
町内在住有効登録者数
 人口（Ｈ23.4.1現在） ＝

5,956
11,990

○ 町民一人当たりの貸出点数　3.3点
貸出点数
人　　口 ＝ 40,666

11,990

○ 町民一人当たりの資料購入費　416円
資料購入費（千円）

人　　口 ＝ 4,998
11,990

最近話題のドラマ、映画などの原作本を集めて展示します。
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

く る み

萩原下　石　塚　胡桃心（女）　真　二・鮎　美

※今回の掲載分は、平成２３年３月１６日から平成２３年４月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　松　島　保　夫（男）７５歳　本　人
田　中　　佐　藤　靜　子（女）８２歳　　〃　
尺里東　　⺽　井　壽津子（女）７２歳　　〃　
山　下　　西　　　武　夫（男）６７歳　　〃　
村　雨　　土　屋　侑　一（男）７１歳　　〃　
深沢上　　岩　本　かつ子（女）６３歳　　〃　
谷　ケ　　髙　橋　次　雄（男）５７歳　　〃　
箒　沢　　佐　藤　松　雄（男）７９歳　　〃　
平　山　　高　橋　フミ子（女）８９歳　勝　義
田　中　　瀬　戸　ミヤ子（女）８８歳　孝　夫
堂　山　　牧　田　幸　恵（女）４５歳　祐　次
越　地　　川　口　ミツヱ（女）９２歳　直　道
上本村　　池　田　フジヱ（女）９３歳　裕　一
峰　下　　岩　井　テ　ル（女）８３歳　正　男
透　間　　池　谷　良　子（女）６３歳　良　一

（昨年の西丹沢山開きの様子）

山北　122mm（361mm）
三保　 79mm（283mm）

山北　 5.4℃（ 8.6℃）
三保　 5.5℃（ 6.4℃）

※（　）内は平成22年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，853人
６，１37人
１1，990人

（－19人）
（－10人）
（－29人）

世帯数　４，２22世帯（ｰ3世帯）
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　３月下旬から４月上旬にかけて、三保地域ではみつまた
の花が見頃を迎えました。みつまたは、その枝が必ず三つ
に分かれる特徴があることからこう呼ばれていて、春先に
なると枝の先には黄色の小さな半球状の花が咲きます。古
くから和紙の原料として使われていて、三保地域でも昭和
２０年頃まで育てられ、出荷されていました。

新しい水上橋が完成しました。新しい水上橋が完成しました。新しい水上橋が完成しました。

　町では平成20年度から22年度まで3年間をかけ、町道55号水上線の水上橋架け替え工事を行っていましたが、
4月 11日から通行を開始しました。
　新しい水上橋は、単純ＰＣポステン中空床版橋で、橋長２１ｍ、歩道幅員 2.5ｍ、車道幅員 6.5ｍの橋梁で国の
交付金である「まちづくり交付金」を活用し完成しました。工事期間中はご迷惑をおかけしましたが、橋の整備が
できたことにより安全に通行できるようになりました。ご協力ありがとうございます。
　これからも、この橋はもとより道路をより一層大切にしていただくようお願いします。

みつまたの花

共和小学校閉校式今月の表紙
　今月号の表紙は、３月２６日、１３７年の歴史に幕を閉じた共和小学校の
閉校式の様子です。当日出席された方全員で校歌を斉唱し、たくさんの
思い出が刻み込まれた学舎に別れを告げた場面を写真に収めました。


